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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　限定された地域で利用される情報をミニテレビ放送局から端末装置に配信する情報配信
システムであって、
　前記ミニテレビ放送局は、接続されたネットワークから、前記限定された地域で利用さ
れる情報を取得して保存し、画像及び音声並びにＵＲＬ情報として送出する送出サーバ装
置と、前記送出サーバ装置からの画像及び音声並びにＵＲＬ情報を、地上デジタルＴＶ放
送形式の信号で、前記限定された地域に届く程度のレベルで送信する放送装置と、を備え
、
　前記情報配信システムは、携帯電話システムの基地局装置と前記端末装置との間で通信
される信号を一方のアンテナにより受信し、他方のアンテナから無線により送信する中継
装置を備え、
　前記送信されたＵＲＬ情報を受信した前記端末装置が、視聴履歴に残され一覧表示され
る前記ＵＲＬ情報に対するユーザ操作により、前記中継装置を介したパケット通信を利用
して該ＵＲＬ情報に示されたホームページを閲覧することができるように構成された、
　ことを特徴とする情報配信システム。
【請求項２】
請求項１に記載の情報配信システムにおいて、
　前記送出サーバ装置は、画像記憶配信システムから前記地域内にある店の紹介情報、広
告情報、お買い得情報、混雑状況或いは予約状況情報の少なくともいずれかを含む広告の
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放送素材を取得して送出し、自治体の防災情報システムから前記地域に合致した災害情報
を有する放送素材を取得したときは、現在送出中の番組を一時的に停止して、該災害情報
を有する放送素材を優先的に送出するものであり、
　前記ＵＲＬ情報は、前記店の広告の詳細情報にアクセスするためのものであり、
　前記放送装置は、前記地上デジタル放送における１セグメントの放送形式を使用して、
前記限定された地域で利用される情報の信号を送信するものである、
　ことを特徴とする情報配信システム。
【請求項３】
請求項１に記載の情報配信システムにおいて、
　前記ミニテレビ放送局は、中継対象となる地上デジタルＴＶ放送の信号を受信する受信
手段と、前記受信された信号を増幅する増幅手段と、前記増幅された信号と前記限定され
た地域で利用される情報の信号とを合成する合成手段と、を備え、前記合成された結果の
信号を送信する、
　ことを特徴とする情報配信システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、地上デジタル放送の基地局装置に関し、特に、地域限定放送を行う基地局装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、地上デジタル放送では、１個のチャンネルの周波数帯域が６ＭＨｚであり、４
７０ＭＨｚから７７０ＭＨｚまでの範囲で、第１３チャンネルから第６２チャンネルまで
の５０個のチャンネルが配置される。
　１個のチャンネルは１３個のセグメント（１３個の周波数帯）に分割され、そのうちの
１個のセグメントが携帯電話やＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓ
ｔａｎｔ）などの携帯端末用の地上デジタル放送に割り当てられ、残りの１２個のセグメ
ントを使用してテレビなどのデータが送信される。携帯端末用の１個のセグメントを使用
した１セグメントテレビジョン（ＴＶ）放送が実施されることで、携帯電話などの端末装
置により当該ＴＶ放送を閲覧することの要求が増大すると考えられる。
【０００３】
【特許文献１】特開平９－１６２８１８号公報
【特許文献２】特開２００４－２６０５７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記のような携帯端末用の１セグメントＴＶ放送に関しては、未だに不
十分な点もあり、更なる検討や開発が強く要求されている。
　また、上記のような携帯端末用の１セグメントＴＶ放送を実施した場合、携帯電話など
の事業者から見ると、端末装置としての付加価値は向上するものの、例えば、１セグメン
トＴＶ放送を見るときにおける端末装置の電池消費が増える点や、ＴＶを見ている間には
通信収入が無い可能性がある点などの不利な点もある。
【０００５】
　本発明は、このような従来の事情に鑑み為されたもので、効果的な放送を行うことがで
きる地上デジタル放送の基地局装置を提供することを目的とする。具体例として、地域限
定放送を行う基地局装置を提供することを目的とする。
　また、例えば、効果的なビジネス形態を実現するシステムを実施可能とすることを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　上記目的を達成するため、本発明に係る地上デジタル放送の基地局装置では、次のよう
な処理を行う。
　すなわち、取得手段が限定された地域で利用される情報を放送対象として取得し、送信
手段が前記限定された地域に届く程度のレベルで前記取得された情報の信号を無線により
送信する。
　従って、限定された地域で利用される情報が当該限定された地域程度に送信されるため
、このような地域限定放送により、それぞれの地域にとって、効果的な放送を行うことが
できる。また、このような地域限定放送により、それぞれの地域において、効果的なビジ
ネス形態を実現することも可能である。
【０００７】
　ここで、限定された地域としては、市町村などの種々な地域が用いられてもよい。
　また、限定された地域で利用される情報としては、種々な情報が用いられてもよく、例
えば、当該限定された地域に存在する店や施設などに関する情報や、当該限定された地域
における防災などに関する情報などを用いることができる。
　また、限定された地域で利用される情報を放送対象として取得する態様としては、例え
ば、地上デジタル放送の基地局装置の外部にある通信装置や記憶装置から情報を受信や入
力することにより放送対象として取得する態様が用いられてもよく、或いは、地上デジタ
ル放送の基地局装置の内部に備えられたメモリなどの記憶手段に記憶された情報を放送対
象として取得する態様が用いられてもよい。
　また、限定された地域に届く程度のレベルで信号を無線送信するときにおける当該レベ
ルとしては、種々なレベルが用いられてもよく、例えば、実用上で有効な程度で、当該限
定された地域とのずれ（より広い態様、或いは、より狭い態様）があってもよい。なお、
このようなレベルは、通常、多くの地域に対して放送を行う放送局からの無線送信レベル
と比べて、小さくなる。
【０００８】
　本発明に係る地上デジタル放送の基地局装置では、一構成例として、次のような構成と
した。
　すなわち、前記送信手段は、地上デジタル放送における１セグメントの放送を使用して
、前記情報の信号を送信する。
　従って、地上デジタル放送における１セグメントの放送を使用して、例えば、携帯電話
システムやＰＤＡなどの端末装置に対して、限定された地域で利用される情報を送信する
ことができる。このため、限定された地域に存在するユーザは、携帯型の端末装置を使用
して情報を視聴することができ、また、例えば、受信した情報に基づいて携帯電話システ
ムなどに設けられたホームページなどへアクセスして、より詳細な情報を取得することな
どが可能となる。
【０００９】
　本発明に係る地上デジタル放送の基地局装置では、一構成例として、次のような構成と
した。
　すなわち、受信手段が中継対象となる地上デジタルＴＶ放送の信号を受信し、増幅手段
が前記受信された信号を増幅し、合成手段が前記増幅された信号と前記情報の信号とを合
成し、前記送信手段は前記合成された結果の信号を送信する。
　従って、限定された地域で利用される情報の信号と地上デジタルＴＶ放送の信号とを当
該限定された地域に対して送信することができる。例えば、限定された地域として地上デ
ジタルＴＶ放送の信号が届かないような地域が用いられる場合には、その地上デジタルＴ
Ｖ放送の信号を中継増幅して届けることができるとともに、その地域に関する情報を届け
ることができる。
【００１０】
　ここで、中継対象となる地上デジタルＴＶ放送の信号は、例えば、他のＴＶ放送局から
無線により送信され、アンテナにより受信される。
　また、限定された地域で利用される情報の信号に対して合成する地上デジタルＴＶ放送
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の信号としては、種々な信号が用いられてもよく、例えば、限定された地域で利用される
情報の信号の周波数とは異なる周波数の信号が用いられる。一例として、或るチャンネル
の１セグメント放送を使用して限定された地域で利用される情報の信号を送信する場合に
は、当該或るチャンネルの他のセグメントの放送内容の信号や、他のチャンネルの放送内
容の信号を合成する。
　なお、限定された地域で利用される情報の信号のチャンネル及びセグメント（周波数）
と、合成する信号のチャンネル及びセグメント（周波数）とが同一であっても、例えば、
符号多重化などにより合成することが可能であるため、そのような態様が用いられてもよ
い。
【発明の効果】
【００１１】
　以上説明したように、本発明に係る地上デジタル放送の基地局装置によると、限定され
た地域で利用される情報を、当該限定された地域に届く程度のレベルで、無線送信するよ
うにしたため、それぞれの地域にとって、効果的な放送を行うことができ、また、このよ
うな地域限定放送により、それぞれの地域において、効果的なビジネス形態を実現するこ
とが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明に係る実施例を図面を参照して説明する。
【実施例１】
【００１３】
　本発明の第１実施例を説明する。
　図１には、本例の情報配信システムの構成例を示してある。
　本例の情報配信システムには、１セグメントＴＶ放送を行う機能を有した小型のＴＶ放
送局（ミニＴＶ放送局）１と、広告代理店などに設置された画像記憶配信システム２と、
自治体の災害対策本部などに設置された防災情報システム３と、１セグメントＴＶ放送を
行う他の小型のＴＶ放送局（ミニＴＶ放送局）４と、携帯電話システムの基地局装置５と
、ネットワーク網６と、携帯電話システムの光中継装置７と、携帯電話システムのブース
タ装置８と、１セグメントＴＶ放送を受信する機能を有した携帯型の端末装置（１セグメ
ントＴＶ放送受信機能付き携帯端末装置）９と、１セグメントＴＶ放送を受信する機能を
有したＴＶ放送受信機１０と、テナント１１を備えている。
【００１４】
　ミニＴＶ放送局１は、１セグメントＴＶ放送の信号を送信する送信機を有した放送装置
２１と、放送用の画像や音声を保存や送出する簡易なサーバ装置（放送画像等保存／送出
用サーバ装置）２２を備えている。ここで、放送装置２１やサーバ装置２２の機能により
地上デジタル放送の基地局装置の機能が実現されている。サーバ装置２２は、ネットワー
ク網６と接続される。
　ミニＴＶ放送局１や、他のミニＴＶ放送局４や、画像記憶配信システム２や、防災情報
システム３や、携帯電話システムの基地局装置５は、ネットワーク網６を介して接続され
ている。
　携帯電話システムの基地局装置５と光中継装置７は、光回線を介して接続されている。
　また、図１には、ミニＴＶ放送局１による１セグメントＴＶ放送の信号が伝達される領
域（１セグメントＴＶ放送の放送エリア）３１を示してある。
【００１５】
　本例の情報配信システムにおいて行われる動作の一例を示す。
　画像記憶配信システム２や防災情報システム３は、ＴＶ放送のための画像や音声の情報
をメモリに記憶などし、このような情報をネットワーク網６を介してミニＴＶ放送局１や
他のミニＴＶ放送局４へ送信する。
　ミニＴＶ放送局１や他のミニＴＶ放送局４では、サーバ装置２２がネットワーク網６を
介して送られてくる放送用の情報を受信し、当該受信した情報や予めメモリに記憶してい
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た情報などを放送装置２１が１セグメントＴＶ放送の信号としてアンテナから無線により
送信する。
【００１６】
　携帯電話システムの基地局装置５は、端末装置９との間で直接的に或いは間接的に、信
号を通信する。具体的には、携帯電話システムの基地局装置５は、アンテナを用いて信号
を無線により送信し或いは無線信号を受信し、また、端末装置９との間で通信される信号
を光信号として光回線を介して光中継装置７との間で通信する。
　携帯電話システムの光中継装置７は、携帯電話システムの基地局装置５との間で光信号
を光回線を介して通信し、また、アンテナを用いて端末装置９との間で信号を無線により
通信する。
　携帯電話システムのブースタ装置８は、携帯電話システムの基地局装置５と端末装置９
との間で通信される信号を一方からアンテナにより受信し、当該受信した信号を増幅して
他のアンテナから他方へ無線により送信することで、その信号を中継する。
【００１７】
　携帯電話システムの端末装置９は、例えばユーザにより携帯されており、ミニＴＶ放送
局１から無線により送信される１セグメントＴＶ放送の信号を受信し、当該受信した信号
の内容である画像をディスプレイ画面に表示し、当該信号の内容である音声をスピーカか
ら出力する。また、携帯電話システムの端末装置９は、例えばパケット通信などを行って
、基地局装置５との間で直接的に或いは光中継装置７やブースタ装置８を介して間接的に
信号を通信する。
　ＴＶ放送受信機１０は、例えばテナント１１などの所定の場所に設置されており、ミニ
ＴＶ放送局１から無線により送信される１セグメントＴＶ放送の信号を受信し、当該受信
した信号の内容である画像をディスプレイ画面に表示し、当該信号の内容である音声をス
ピーカから出力する。
　なお、本例では、携帯電話の端末装置９を用いた場合を示しているが、例えば、ＰＤＡ
など、他の端末装置が用いられてもよい。
【００１８】
　次に、本例の情報配信システムの具体的な使用例を示す。
　テナント１１は、広告代理店などに頼んで、広告を希望する画像や音声の情報を放送用
の情報として作成してもらう。この作成された情報はいったん画像記憶配信システム２の
サーバ装置に保存される。この保存された放送用の情報は、ネットワーク網６を介してミ
ニＴＶ放送局１へ送出され、ミニＴＶ放送局１のサーバ装置２２に保存される。この保存
された情報は、ＴＶ放送素材としてサーバ装置２２から放送装置２１が有する基地局装置
の送信機へ送られ、当該送信機により１セグメントＴＶ放送の無線電波として送出される
。この送出される無線電波については、本例では、ミニＴＶ放送局１の送信機の設定によ
り、例えば予め定められた放送エリア３１内のみしか届かない程度の送信出力レベルとな
っている。
【００１９】
　１セグメントＴＶ放送の所定の放送エリア３１内に存在する端末装置９やＴＶ放送受信
機１０により、１セグメントＴＶ放送の無線電波を受信し、受信した放送素材の内容を画
面などにより出力する。ユーザは、携帯した端末装置９のディスプレイ画面などや、テナ
ント１１などに設置されたディスプレイ画面などにより出力された放送素材の内容を視聴
することができる。
　ここで、本例では、１セグメントＴＶ放送で放送される素材は、テナント１１により希
望されたものであり、例えば、テナント１１である店等の紹介の情報或いはお買い得情報
や、テナント１１である飲食店等の混雑状況或いは予約状況の情報などのように、主に、
限られたエリア内で役に立つ情報である。
【００２０】
　このような放送の内容を視聴したユーザは、例えば、自分が気に入った店等がある場合
には、端末装置９のパケット通信機能などを利用して、その店等の詳細情報を入手するこ



(6) JP 4447500 B2 2010.4.7

10

20

30

40

50

とや、その店等の予約を入れることなどを行う。一例として、１セグメントＴＶ放送の情
報に店等の名前やホームページのアドレスなどの情報を含めておいて、携帯電話の端末装
置９では、放送された店等の名前や詳細情報を入手するためのホームページのアドレスな
どを視聴履歴として残すことで、この情報を基にしてパケット通信などを利用して、その
店等の詳細情報を入手することができる。
【００２１】
　また、災害情報がある場合には、自治体の災害対策本部などに設置された防災情報シス
テム３から災害情報を有する放送素材の情報がネットワーク網６を介してミニＴＶ放送局
１へ送出される。この送出された情報は、ミニＴＶ放送局１のサーバ装置２２により受信
されて保存される。ミニＴＶ放送局１では、この保存された災害情報を有する情報を緊急
性を要する情報であれば優先的にブロードキャストで放送する。
【００２２】
　このように、本例では、限られたエリア内の情報を放送する小規模の１セグメントＴＶ
放送用のミニＴＶ放送局１を設置し、その放送内容を携帯型の端末装置９や設置型のＴＶ
放送受信機１０によりユーザが視聴する。
　なお、店等の広告情報や災害情報などの放送素材としては、例えば、静止画と音声とを
組み合わせた情報や、動画と音声とを組み合わせた情報や、静止画のみ或いは動画のみの
情報や、音声のみの情報などを用いることができる。
【００２３】
　次に、図２を参照して、本例の情報配信システムを使用して行うことが可能なビジネス
の流れなどを示す。
　図２には、１セグメントＴＶ放送を行うミニＴＶ放送局４１と、１セグメントＴＶ放送
の放送エリア内で１セグメントＴＶ放送の受信機能を有する端末装置を持っているユーザ
４２と、広告代理店４３と、１セグメントＴＶ放送の放送エリア内に存在するテナント４
４と、携帯事業者４５と、市町村４６を示してあり、これらの間で行われるビジネスの形
態の一例を示してある。
　ここで、本例では、ミニＴＶ放送局４１は図１に示されるミニＴＶ放送局１に相当して
おり、ミニＴＶ放送局４１による１セグメントＴＶ放送の放送エリアは図１に示される放
送エリア３１に相当しており、ユーザ４２により携帯される端末装置は図１に示される端
末装置９に相当しており、広告代理店４３は図１に示される画像記憶配信システム２を有
した広告代理店に相当しており、テナント４４は図１に示されるテナント１１に相当して
おり、携帯事業者４５は図１に示される携帯電話システムを提供する事業者に相当してお
り、市町村４６は図１に示される防災情報システム３を有した市町村に相当している。
【００２４】
　テナント４４は、自分の店等を紹介するＶＴＲなどを広告代理店４３に製作依頼する。
この製作依頼を受けた広告代理店４３は、テナント４４である店等の紹介や商品の紹介な
どのＶＴＲを製作する。この製作に対して、テナント４４は広告代理店４３へ製作費用（
広告料）を支払う。
　製作された広告素材は、ミニＴＶ放送局４１へ送られて、エリア限定放送として放送さ
れる。この放送は、例えば、同報の情報サービスとなる。
　放送エリア内に存在する端末装置を持つユーザ４２は、当該端末装置により１セグメン
トＴＶの放送内容を見たり聴いたりする。そして、ユーザ４２は、気に入ったテナント４
４があった場合には、その店等の情報に関して更に情報を得るために、端末装置のパケッ
ト通信機能などを用いて、その店等の詳細情報や、その店等にある商品の情報や、その店
等のお買得情報或いは予約情報などを入手することや、実際に予約することなどを行う。
このような通信をユーザ４２が携帯電話の端末装置を使用して行うことで、ユーザ４２か
ら携帯事業者４５へ回線使用料として通信費が支払われる。ユーザ４２は、携帯事業者４
５へ通信費を支払うことにより、所望の情報を得ることができる。
【００２５】
　所望の情報を得たユーザ４２は、テナント４４である店等へ行って、買い物や飲食など
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をして、サービスの利用や商品の購入を行う。これにより、テナント４４は、ユーザ４２
から支払いを受けて収入を得る。
　また、テナント４４は、例えば同じ放送内容ばかりでは視聴する人が飽きることなどを
考慮し、得た収入の一部を使用して、新しい放送素材の製作を広告代理店４３に依頼する
。このようにして、一連の商売の流れが成立する。
　また、災害が起きたときなどには、市町村４６の災害対策本部などにより、例えば１セ
グメントＴＶ放送の番組を一時的にスチール（停止）して、災害に関する防災情報をミニ
ＴＶ放送局４１から放送するようにする。これにより、災害時などの情報伝達方法として
１セグメントＴＶ放送が利用される。また、市町村４６は、例えば、その地域の発展のた
めに、その地域で放送される放送素材に対して、あるいは災害情報放送用インフラとして
補助金などを提供することも考えられる。
【００２６】
　このように、本例の情報配信システムでは、ミニＴＶ放送局１の基地局装置により、地
上デジタル放送波を使用して、所定のエリアに限定された放送を行う。地上デジタル放送
では、移動可能な携帯型の端末装置により受信することが可能な放送が行われる。このよ
うな端末装置においては、例えば、単にＴＶ放送局からのＴＶ番組を視聴可能とするだけ
ではなく、本例のように、それぞれの地域独自の情報を静止画や動画などで視聴可能とす
ると、視聴者であるユーザにとって非常に有益であり便利である。
　なお、端末装置では、携帯電話システムの基地局装置などを介しても地域情報を静止画
や動画などで視聴することが可能であるが、一般にはそのための通信料がかかる。これに
対して、本例のように、ミニＴＶ放送局１の基地局装置からの放送を受信する場合には、
ユーザは、通信料を支払って宣伝や防災などの情報を視聴するのではなく、一般のＴＶ放
送のＣＭのように垂れ流しになっている情報として視聴することができる。
【００２７】
　つまり、本例では、地上デジタル放送を地域限定で行うことにより、ユーザは、基本的
には無料で（なお、有料であってもよい）店舗情報等の地域情報を視聴することができ、
更に、画像や音声と同時に放送されるＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏ
ｃａｔｏｒ）などの情報により、ユーザはその放送に関するホームページなどを閲覧する
ことができ、そのホームページで店舗の詳細情報や割引クーポンなどを得ることができる
。このようなホームページへのアクセスには既存の携帯電話システムなどが使用可能であ
るため、携帯事業者にとっても情報通信料の収入が得られるという利点がある。
　このような地域限定の地上デジタル放送を実現するために、本例のミニＴＶ放送局１で
は、限定された地域にのみ放送内容が届くように、比較的小出力レベルでの放送を行う。
そして、既存のＴＶ放送局が製作したＴＶ番組ではなく或いはそれと共に、それぞれの地
域独自の情報を放送するエリア限定のＴＶ放送局が実現される。
【００２８】
　以上のように、本例の情報配信システムでは、ミニＴＶ放送局１が有する地上デジタル
放送の基地局装置により、比較的低出力で、地域限定の１セグメントＴＶ放送を行う。
　具体的には、ミニＴＶ放送局１では、限られた放送エリア３１に対して、その放送エリ
ア３１内の情報を１セグメントＴＶ放送により配信する。この配信された情報は、所定の
個人又は第三者の所有する端末装置９により視聴可能となる。その個人等は、視聴した情
報に基づいて、所有する端末装置９の通信機能を使用して、更に詳細な情報を得ることが
できる。また、災害発生時などには、１セグメントＴＶ放送により放送中の情報をスチー
ルして、代わりに災害に関する防災情報などを放送するようなことも可能である。
【００２９】
　従って、本例の情報配信システムでは、１セグメントＴＶ放送を行うミニＴＶ放送局１
の基地局装置により、それぞれの地域にとって効果的な情報を提供することができる。
　また、例えば、携帯電話の端末装置９に１セグメントＴＶ放送のＴＶ受信機能を付けた
場合においても、情報アクセスのための通信収入が発生するという利点を生み出すことが
できる。また、限られた放送エリア３１内で放送される内容を見たユーザが興味を持った
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店等へ足を運ぶことになるため、それぞれの地域の店等の集客力や顧客満足度を向上させ
て売上を上げることが可能となる。更に、災害発生時などに、１セグメントＴＶ放送をス
チールして、それぞれの地域に合った防災情報などを伝送するメディアとして利用するこ
とが可能である。
【００３０】
　なお、本例のミニＴＶ放送局１の基地局装置では、放送エリア３１が限定された地域に
相当しており、サーバ装置２２が放送対象となる地域限定情報を取得する機能により取得
手段が構成されており、放送装置２１が当該地域限定情報の信号を所定の地域に対して１
セグメント放送により無線送信する機能により送信手段が構成されている。
【実施例２】
【００３１】
　本発明の第２実施例を説明する。
　図３には、本例の情報配信システムの構成例を示してある。
　なお、図３では、図１に示されるのと同様な構成部分については同一の符号を付して示
してある。本例では、図１に示されるのとは異なる構成部分について詳しく説明する。
　本例の情報配信システムでは、ミニＴＶ放送局５１の構成や動作が、図１に示されるミ
ニＴＶ放送局１の構成や動作とは、異なっている。
　ミニＴＶ放送局５１は、図１に示されるのと同様な放送装置２１及びサーバ装置２２と
、更に、ブースタ装置６１と、合成器６２を備えている。ここで、これらの処理部２１、
２２、６１、６２の機能により地上デジタル放送の基地局装置の機能が構成されている。
【００３２】
　本例のミニＴＶ放送局５１により行われる動作の一例を示す。
　本例のミニＴＶ放送局５１では、ブースタ装置６１を用いて地上デジタルＴＶ放送を再
放送するために中継し、合成器６２を用いて当該再放送の内容と１セグメントＴＶ放送の
内容とを合成（結合）して無線により送信する。
　具体的には、ミニＴＶ放送局５１では、他のＴＶ放送局から無線により送信された地上
デジタル放送の信号をアンテナにより受信し、当該受信した信号をブースタ装置６１によ
り増幅し、これを合成器６２を介して他のアンテナから無線により送信することで、例え
ば、前記他のＴＶ放送局からの信号を直接的には受信することができないビル内や地下街
などの限られたエリアへ当該信号を再送信する。
【００３３】
　また、ミニＴＶ放送局５１では、製作された１セグメントＴＶ放送の放送素材の情報を
サーバ装置２２により取得し、当該取得した情報を放送装置２１が合成器６２を介してア
ンテナから無線により送信する。これにより、例えば、前記他のＴＶ放送局からはＴＶ放
送の信号が届かないようなエリアにおいても当該ＴＶ放送の信号を受信することを可能と
することができるとともに、地域限定の効果的な情報送信を１セグメントＴＶ放送により
行うことができる。また、例えば、端末装置９の側では、放送された店等の名称やＵＲＬ
などの情報がメモリに残って、ユーザの操作によりその履歴が一覧で表示されるように構
成しておくことで、店等の詳細情報へ容易にパケット通信などでアクセスすることを可能
とすることができる。
【００３４】
　以上のように、本例の情報配信システムでは、ミニＴＶ放送局５１により、地上デジタ
ル放送のＴＶ放送信号を中継増幅することができるとともに、このＴＶ放送信号と共に、
地域限定の放送を行うことができる。
　ここで、ミニＴＶ放送局５１において、地域限定の放送内容と合成される放送内容とし
ては、種々なものが用いられてもよく、例えば、１セグメントＴＶ放送以外の地上デジタ
ル放送の内容や、或いは、地域限定ではない通常の１セグメントＴＶ放送の内容などを用
いることができる。
【００３５】
　なお、本例のミニＴＶ放送局５１の基地局装置では、中継対象となる信号をアンテナに
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６１が増幅する機能により増幅手段が構成されており、増幅された中継対象となる信号と
地域限定情報の信号とを合成器６２が合成する機能により合成手段が構成されている。
【００３６】
　ここで、本発明に係る情報配信システムやミニＴＶ放送局の基地局装置などの構成とし
ては、必ずしも以上に示したものに限られず、種々な構成が用いられてもよい。また、本
発明は、例えば、本発明に係る処理を実行する方法或いは方式や、このような方法や方式
を実現するためのプログラムや当該プログラムを記録する記録媒体などとして提供するこ
とも可能であり、また、種々な装置やシステムとして提供することも可能である。
　また、本発明の適用分野としては、必ずしも以上に示したものに限られず、本発明は、
種々な分野に適用することが可能なものである。
　また、本発明に係る情報配信システムやミニＴＶ放送局の基地局装置などにおいて行わ
れる各種の処理としては、例えばプロセッサやメモリ等を備えたハードウエア資源におい
てプロセッサがＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）に格納された制御プログラ
ムを実行することにより制御される構成が用いられてもよく、また、例えば当該処理を実
行するための各機能手段が独立したハードウエア回路として構成されてもよい。
　また、本発明は上記の制御プログラムを格納したフロッピー（登録商標）ディスクやＣ
Ｄ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）－ＲＯＭ等のコンピュータにより読み取り可能な記録媒
体や当該プログラム（自体）として把握することもでき、当該制御プログラムを当該記録
媒体からコンピュータに入力してプロセッサに実行させることにより、本発明に係る処理
を遂行させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の第１実施例に係る情報配信システムの構成例を示す図である。
【図２】ビジネス形態の一例を示す図である。
【図３】本発明の第２実施例に係る情報配信システムの構成例を示す図である。
【符号の説明】
【００３８】
　１、４、４１、５１・・ミニＴＶ放送局、　２・・画像記憶配信システム、　３・・防
災情報システム、　５・・基地局装置、　６・・ネットワーク網、　７・・光中継装置、
　８、６１・・ブースタ装置、　９・・端末装置、　１０・・ＴＶ放送受信機、　１１、
４４・・テナント、　２１・・放送装置、　２２・・サーバ装置、　３１・・放送エリア
、　４２・・ユーザ、　４３・・広告代理店、　４５・・携帯事業者、　４６・・市町村
、　６２・・合成器、
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